今回はユーザーインターフェースについてです。早速はじめましょう。

ユーザーインターフェース＝文系職？

いきなりですがある会社を考えます。その会社には技術部門と営業部門等文系職が存在します。その会社に対して消費者はある製品を開発してもらいたいとします。技術部門に所属する技術者達はその製品を作ることができます。しかし消費者がいくらその製品を望んでいても技術者たちには伝わりません。そのために二者を取り持つ中間の人が必要です。それが営業等文系職の人たちです。（会社のことは詳しくは知らないのであくまでも想像ではあります。）その人たちはまず消費者から希望を聞きます。そしてその希望を技術者たちに伝えて作ってもらいます。そして作った製品は営業の人たち（たぶん）の手によって消費者の手へと渡ります。この会社における文型職の人たちの役割はユーザーインターフェースならぬコンシューマーインターフェースと言えます。（たぶん言えます。）ユーザーインターフェースでは消費者がコンピューター利用者、技術者がコンピューターに内蔵されている計算機だと取れます。ユーザーインターフェースは利用者からの要求を受け取り計算機に指示を出します。そして計算機は計算をしてユーザーインターフェースに伝えます。その結果はさらにユーザーインターフェースにより利用者に分かりやすいように伝えられます。このように二者の間を取り持つ役目を果たすのがユーザーインターフェースです。
ユーザーインターフェースの具体例

ユーザーインターフェースの大まかな仕組みをみたところで具体例を見ていきたいと思います。ユーザーインターフェースはユーザーと計算機の橋渡し役であることを確認しました。この役目を果たしているものとしてキーボードがあげられます。

　ある利用者がコンピューターで文書を作成、保存したいとします。ですが人は自然言語の文章を書きたいのに計算機は0と1の並びでしか物事をあらわせません。もちろんそれだけでも自然言語に対応できるように作られていますが一般の利用者にとってはどういう規約で計算機が自然言語を表現し、保存しているのかは分かりません。そこでキーボードという道具が両者の橋渡しをします。キーボードには自然言語が割り振られているので人は何の計算機の知識が無くともキーボードをたたけばいいのです。そしてキーボードは計算機に対しては計算機の言語で指示を出します。同じようにマウスも人と計算機の橋渡し役を演じています。
　また、パソコン画面そのものもユーザーインターフェースの考えを基にしています。計算機上のデータを人間にとって意味のある形に変えて表示しているからです。一般的なパソコン画面はGUI(Graphical User Interface)という概念を基にしています。GUIでは情報を絵や画像などを用いて表示し、直感的で分かりやすいという性質があります。その反対の概念も存在しCUI(Character User Interface)とよばれます。Macに於けるterminalがそのひとつです。CUIはキーボードから命令を文字で入力、文字列で結果を出力し、慣れれば作業をすばやくこなせるという特徴があります。
　（ちなみにマウス、キーボード等を入力型とディスプレイ等を出力型のインターフェースといいます）　
現在のパソコンの問題点

今まで見てきたようにユーザーインターフェースはユーザーと計算機の間を橋渡しをします。そのためにインターフェースは人と計算機双方に接しています（人との接面を第一接面、計算機との接面を第二接面といいます）。ところで計算機はプログラムを変えることで様々なことができます。文書作成もできればデータ管理もでき、数値計算プログラムを使えば建物の構造計算をすることも可能です。しかし計算機に人間がアクセスする道具は主にマウスとキーボードだけです。人は計算機の多種多様な機能をマウスとキーボードだけを使い操作しなければなりません。エンターキーは文章の行がえをすることもあればミサイルの発射ボタンにもなりえるのです。ここにコンピューターの利用の難しさがあります。
また、出力デバイスもかぎられているため利用者は限られた出力を素に自分でコンピューターからのメッセージを読み解かなければいけません。たとえばエラーが発生した時などがそうです。様々なプログラムを実行可能なゆえにそこで生じるエラーも数多くの種類があります。しかしエラー1に対してはこの表示をする、エラー2に対してはこれ、と一つ一つ決めることはできないので利用者はエラーメッセージを読んで自分で考えなければいけません。以上が現代におけるユーザーインターフェースの問題点です。
